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笠
間
会
長
を
始
め
、
教
育
後

援
会
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
日
頃

か
ら
、
追
手
門
学
院
大
学
に
対

す
る
ご
理
解
、
学
生
に
対
す
る

多
大
な
る
ご
支
援
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご

自
宅
近
く
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
、
卒
業
証

明
書
な
ど
証
明
書
が
発
行
で

き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
ご

支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
在
学
生
は
も
と
よ
り
卒
業

生
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
大
変

便
利
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
高

く
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

追
手
門
学
院
大
学
は
、

２
０
１
９
年
４
月
開
校
を
め
ざ

す
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

学
び
あ
い
、
教
え
あ
い
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
も
と
で
、

学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
展
開

し
、
教
育
力
を
高
め
ま
す
。
今

年
で
追
手
門
学
院
大
学
入
学
志

願
者
数
が
６
年
連
続
の
伸
び
を

達
成
。
こ
れ
も
教
育
体
制
の
充

実
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

理
事
長

学
　
長

川 

原
　
俊 

明

主
体
的
な
学
び
の
場
に

２
０
１
８
年
４
月
２
日
（
月
）
に

２
０
１
８
年
度
学
部
並
び
に
大
学
院

入
学
式
が
大
学
体
育
館
で
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

６
学
部
８
学
科
入
学
生
総
数
・

１
８
５
７
名
、大
学
院
入
学
生
総
数
・

14
名
（
う
ち
博
士
後
期
課
程
１
名
）

の
学
生
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で
入
場
。

午
前
11
時
00
分
よ
り
式
典
前
セ
レ

モ
ニ
ー
。

午
前
11
時
30
分
に
開
式
、
冒
頭
の

国
歌
斉
唱
の
後
、
川
原
学
長
か
ら
の

式
辞
に
続
き
、
学
生
を
代
表
し
て
、

経
済
学
部
経
済
学
科
の
入
学
生
が
宣

誓
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
紹
介
、
記
念
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
堀
井
教
育

後
援
会
２
０
１
７
年
度
会
長
か
ら
パ

ス
ケ
ー
ス
が
、
林
田
校
友
会
会
長
か

ら
追
手
門
学
院
大
学
卒
業
生
で
あ
り

芥
川
賞
授
賞
作
家
・
宮
本
輝
氏
の
文

庫
本
「
青
が
散
る
」
が
、
渡
辺
卒
業

生
保
護
者
の
会
会
長
か
ら
大
学
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
お
う
て
も
ん
」
の

ク
リ
ア
ブ
ッ
ク
が
、
そ
れ
ぞ
れ
新
入

生
代
表
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

役
職
者
紹
介
の
後
、
最
後
は
応
援

団
に
よ
る
追
手
門
学
院
歌
斉
唱
で
締

め
く
く
ら
れ
、
滞
り
な
く
式
は
終
了

し
ま
し
た
。

入学式

オープニングセレモニー 入学記念品贈呈 学長（理事長）式辞
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このたびは、お子様の追手門学院大学へ
のご入学、誠におめでとうございます。
また同時に保護者の皆さまを追手門学院
大学教育後援会の新会員としてお迎えする
ことを大変嬉しく思います。
さて、教育後援会は、その前身でありま
す「大学 PTA」として大学が創設された
1966 年に発足し、現在までその活動を通
して、大学と保護者との強い連帯感を生み
だしております。
当会は、大学の教育方針に則り、学生の
福祉の増進、教育環境の向上及び会員の親
睦を図ることを目的として、教育活動・課
外活動・就職活動への援助、大学諸施設設
備への協力、奨学金の給付などを行ってい
ます。また保護者の皆さまには、保護者の
ための就職講演会、見学懇親会の開催など
幅広いさまざまな活動への積極的な参加を
呼びかけております。
今年度は学院創立 130 周年という節目の
年であり、2019 年 4 月には新キャンパス
開設と、開学以来の一大事業が展開される
年でもあります。本会も大学との連携をよ
り深め、大学の一層の発展に向けてバック
アップしていく所存でございます。また、
お子様が充実した学生生活を送れるよう、
これからもしっかりと取り組んでまいりた
いと思います。皆さま方の深いご理解とあ
たたかいご支援を賜りますようお願い申し
上げます。

追手門学院大学
教育後援会 会長

笠 間　優 雄

新会員の
　皆さまへ

２
０
１
８
年
６
月
16
日
（
土
）
午
前

11
時
よ
り
大
学
６
号
館
優
駿
ホ
ー
ル
に

て
、
２
０
１
8
年
度
教
育
後
援
会
総
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
し
た
会
員
の
皆
さ
ま
に
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

２
０
１
7
年
度
教
育
後
援
会
堀
井
会

長
の
挨
拶
に
続
き
川
原
理
事
長
・
学
長

よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
２
０
１
８
年
度
新
役
員
の
紹
介
が

あ
り
、
新
役
員
を
代
表
し
て
笠
間
会
長

よ
り
就
任
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
議
長
に
会
長
が
選
出
さ
れ
、

議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
次

の
通
り
で
す
。

　
２
０
１
７
年
度
事
業
報
告　
　
　
　
　

    

本
会
は
、

１　

学
生
の
福
祉
を
増
進
す
る

２　

教
育
環
境
の
向
上
に
寄
与
す
る

３　

�

大
学
と
家
庭
の
連
携
及
び
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
る

�

を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
７
年
度
事

擬
テ
ス
ト
の
受
験
料
の
全
額
援
助

を
行
っ
た
。
当
年
度
は
延
べ

９
９
７
名
の
学
生
が
受
験
し
た
。

⑷
筆
記
試
験
対
策
講
座

　

�　

３
回
生
希
望
者
を
対
象
と
し
た

筆
記
試
験
対
策
講
座
の
受
講
料
援

助
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
延
べ

３
０
０
名
の
学
生
が
受
講
し
た
。

⑸
国
際
交
流
活
動
に
対
す
る
援
助

　

�　

語
学
検
定
料
援
助
、
交
換
留
学

生
へ
の
海
外
留
学
準
備
講
座
へ
の

援
助
、
交
換
留
学
生
へ
の
活
動
支

援
へ
の
援
助
を
行
っ
た
。

⑹
課
外
活
動
に
対
す
る
援
助

　

�　

課
外
活
動
団
体
の
大
会
出
場
に
か

か
る
諸
経
費
、
学
外
施
設
の
利
用
料

及
び
成
績
優
秀
団
体
へ
の
報
奨
金
等

の
援
助
を
行
っ
た
。

⑺
朝
定
食
の
費
用
一
部
援
助

　

�　

２
０
１
６
年
度
か
ら
の
新
規
事

業
と
し
て
食
堂
で
販
売
さ
れ
る
朝

定
食
の
費
用
を
一
部
援
助
し
た
。

⑻
入
学
・
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

　

�　

入
学
生
へ
の
入
学
記
念
品
と
し

て
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
を
贈
呈
し
た
。

卒
業
生
へ
は
卒
業
記
念
品
と
し
て

印
鑑
１
本
と
袱
紗
の
セ
ッ
ト
を
贈

呈
し
た
。

業
計
画
に
基
づ
き
、
次
の
事
業
を
実

施
し
た
。

１　

学
生
へ
の
助
成

⑴�

奨
学
金
の
給
付
（
給
付
奨
学
金
及

び
修
学
援
助
給
付
奨
学
金
）

　

①
教
育
後
援
会
給
付
奨
学
金

　

�　

修
学
の
熱
意
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難

な
学
生
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
２
０
１
４
年
度
よ
り
給
付
者

を
春
学
期
、
秋
学
期
５
名
ず
つ
拡
充

し
、
30
名
の
学
生
に
給
付
し
た
。

　

②�

教
育
後
援
会
修
学
援
助
給
付
奨

学
金

　

�　

学
資
支
弁
者
た
る
父
母
ま
た
は

保
証
人
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
る

家
計
急
変
の
た
め
に
、
修
学
を
継

続
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
と

な
っ
た
学
生
の
学
費
等
を
援
助
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

�　

２
０
１
７
年
度
は
５
名
の
学
生

に
給
付
し
た
。

⑵
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
の
受
験
料
全
額
援
助

　

�　

１
回
生
全
員
を
対
象
に
実
施
し

た
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
の
受
験
料
全
額
援

助
を
行
っ
た
。

⑶�

就
職
模
擬
試
験
の
受
験
料
全
額
援
助

　

�　

３
回
生
を
対
象
に
実
施
し
た
第

１
回
、
な
ら
び
に
第
２
回
就
職
模

⑼
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催

　

�　

春
学
期
末
卒
業
生
に
対
し
て

は
、２
０
１
７
年
９
月
22
日
（
金
）

に
春
学
期
末
学
位
授
与
式
終
了

後
、
大
学
食
堂
棟
で
開
催
し
た
。

　

�　

秋
学
期
末
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
８
年
３
月
20
日
（
火
）
に

学
位
授
与
式
終
了
後
学
内
の
会
場

に
て
大
学
主
催
で
卒
業
記
念
行
事

を
開
催
し
た
。

２　

大
学
へ
の
援
助

⑴�

教
育
後
援
会
事
務
の
委
託
に
か
か

る
経
費
補
填

⑵�

コ
ン
ビ
ニ
証
明
書
発
行
シ
ス
テ
ム

３　

�

大
学
と
家
庭
と
の
連
絡
、
会
員
相

互
の
親
睦

⑴
会
報
の
発
行
（
年
２
回
）

　

�　

２
０
１
７
年
４
月
30
日
と

２
０
１
８
年
１
月
10
日
２
回
発
行

し
た
。

⑵�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
の
会
員

へ
の
広
報

　

�　

各
行
事
の
お
知
ら
せ
や
報
告

等
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情

報
発
信
の
充
実
を
図
っ
た
。

⑶�

保
護
者
の
た
め
の
就
職
講
演
会
の

開
催
（
年
２
回
）

　

�　

２
０
１
７
年
６
月
３
日
（
土
）

に
第
１
回
就
職
講
演
会
を
開
催
し

た
。
第
２
回
就
職
講
演
会
は

２
０
１
８
年
２
月
24
日
（
土
）
に

開
催
し
た
。

⑷
見
学
懇
親
会
の
開
催

　

�　

２
０
１
７
年
11
月
30
日
（
木
）
に

教
育
後
援
会
・
卒
業
生
保
護
者
の
会

主
催
、
教
育
振
興
会
共
催
で
木
々
が

色
づ
く
紅
葉
が
美
し
い
宇
治
で
世
界

遺
産
で
あ
る「
平
等
院
」の
見
学
、「
花

や
し
き
浮
舟
園
」
で
の
昼
食
懇
親
会

を
開
催
し
、
大
学
関
係
者
を
含
め
71

名
が
参
加
し
た
。

⑸
新
会
員
歓
迎
会
の
開
催

　

�　

２
０
１
７
年
４
月
１
日
（
土
）

の
入
学
式
後
に
新
会
員
歓
迎
会
を

開
催
し
た
。

⑹�
特
別
公
開
講
座「
お
う
て
も
ん
塾
」

の
開
講

　

�　

会
員
の
教
養
を
高
め
る
事
業
と

２
０
１
８
年
度

教
育
後
援
会
総
会
開
催

し
て
、
教
育
後
援
会
会
員
、
一
般

社
会
人
を
対
象
に
特
別
公
開
講
座

「
お
う
て
も
ん
塾
」
を
開
講
。
尾

木
直
樹
氏
を
講
師
に
迎
え
、

２
０
１
７
年
11
月
５
日
（
日
）
10

時
よ
り
、
追
手
門
学
院
大
学
「
優

駿
ホ
ー
ル
」
に
て
２
０
１
７
年
度

お
う
て
も
ん
塾
を
開
催
し
た
。

⑺
実
行
委
員
会
、
会
員
総
会
の
開
催

　

�　

実
行
委
員
会
を
６
回
開
催
し

た
。
２
０
１
７
年
６
月
３
日（
土
）

に
会
員
総
会
を
開
催
し
た
。

⑻�

慶
弔
規
定
に
も
と
づ
く
祝
金
及
び

弔
慰
金
の
給
付

４　

教
育
振
興
会
と
の
連
携

見
学
懇
親
会
、
お
う
て
も
ん
塾
な
ど

の
各
行
事
を
教
育
振
興
会
と
共
催
で
開

催
し
、
連
携
を
深
め
た
。

　
２
０
１
７
年
度
収
支
決
算
報
告　
　

  

　
及
び
会
計
監
査
報
告　
　
　
　
　
　

  

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
２
０
１
７
年
度
事
業
計
画
案　
　
　

  

　
及
び
収
支
予
算
書　
　
　
　
　
　
　

  

２
０
１
８
年
度
事
業
に
、
学
院
創
立

１
３
０
周
年
記
念
事
業
へ
の
協
力
を
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
８
年
度
収
支
予
算
書
は
原
案
の

と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
（
３
ペ
ー
ジ

参
照
）。

　
退
任
役
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
感
謝
状
及
び
記
念
品
贈
呈　
　
　
　

  

退
任
役
員
に
川
原
理
事
長
・
学
長
よ

り
感
謝
状
及
び
記
念
品
と
花
束
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
教
育
後
援
会
の
活
動
に
対
す

る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い

し
て
総
会
を
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
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2018 年度
教 育 後 援 会 役 員

2017 年度教育後援会収支計算書
<2017.4.1 ～ 2018.3.31>

2018 年度教育後援会収支予算書
<2018.4.1 ～ 2019.3.31>

上記のとおり報告いたします。　2018年 5月19日

追手門学院大学教育後援会　　会　長　　堀　井　裕　司
	 会　計　　富　田　善　美
	 会　計　　笠　間　優　雄

2017年度教育後援会の会計について監査の結果、すべて適
正、かつ正確であることを認めます。2018年 5月19日

追手門学院大学教育後援会　会計監査　　谷　村　仁　代
	 会計監査　　田　中　里　香

職　名 氏　　名 学年 学　　部

会　長 笠　間　優　雄 3 国際教養

副会長
野　村　和　子 4 社　　会
樽　本　丞　史 3 心　　理
乾　　　智　子 3 国際教養

会　計
小　林　秀　樹 2 経　　済
細　越　雅　子 3 地域創造

会　計
監　査

竹　内　暁　子 4 経　　済
下　出　京　子 3 経　　営

委　員

林　　　真由美 4 地域創造
梨　木　真　弓 3 地域創造
古　春　芳　江 2 経　　営
西　川　良　彦 2 国際教養
菊　地　玉　喜 2 国際教養
鳥　谷　美　紀 1 経　　営
佳　田　　　薫 1 経　　営
鈴　木　兼　恵 1 社　　会
安　藤　実紀子 1 社　　会

（単位：円）

収
入
の
部

科　　目 予算額 決算額 差　　異
会 費 67,540,000 66,390,000 1,150,000
会 員 研 修 参 加 費 1,500,000 1,026,963 473,037
受 取 利 息 配 当 金 10,000 1,110 8,890
雑 収 入 15,000 0 15,000
当 年 度 収 入 合 計 69,065,000 67,418,073 1,646,927
前 年 度 繰 越 金 76,268,580 76,268,580 0
収 入 の 部 合 計 145,333,580 143,686,653 1,646,927

支
出
の
部

会 議 費 500,000 502,009 △ 2,009
会 員 研 修 費 3,700,000 3,457,664 242,336
教育・就職講演会援助費 500,000 100,600 399,400
学 生 奨 学 金 助 成 費 14,750,000 13,750,000 1,000,000
学 生 関 係 援 助 費 14,000,000 12,560,375 1,439,625
会 報 作 成 費 1,000,000 640,656 359,344
キャンパスガイド作 成 費 1,200,000 0 1,200,000
卒 業 記 念 パーティー 費 8,900,000 112,555 8,787,445
記 念 品 費 5,000,000 4,756,580 243,420
慶 弔 費 700,000 596,800 103,200
通 信 費 2,000,000 1,760,438 239,562
事 務 費 1,300,000 1,108,340 191,660
広 報 費 250,000 79,920 170,080
雑 費 25,000 648 24,352
事 務 処 理 援 助 費 3,500,000 3,500,000 0
寄 付 金 0 9,829,890 △ 9,829,890
記 念 事 業 協 力 積 立 金 2,000,000 2,000,000 0
学 生 支 援 基 金 積 立 金 20,000,000 20,000,000 0
予 備 費 3,000,000 0 3,000,000
当 年 度 支 出 合 計 82,325,000 74,756,475 7,568,525
次 年 度 繰 越 金 63,008,580 68,930,178 △ 5,921,598
支 出 の 部 合 計 145,333,580 143,686,653 1,646,927

（単位：円）

収
入
の
部

科　　目 予算額 前年度予算額 差　　異
会 費 69,830,000 67,540,000 2,290,000
会 員 研 修 参 加 費 1,500,000 1,500,000 0
受 取 利 息 配 当 金 1,000 10,000 △ 9,000
記念事業協力費特定預金からの繰入収入 2,000,000 0 2,000,000
学生支援基金積立金からの繰入収入 57,000,000 0 57,000,000
短期貸付基金からの繰入収入 1,185,000 0 1,185,000
雑 収 入 0 15,000 △ 15,000
当 年 度 収 入 合 計 131,516,000 69,065,000 62,451,000
前 年 度 繰 越 金 68,930,178 76,268,580 △ 7,338,402
収 入 の 部 合 計 200,446,178 145,333,580 55,112,598

支
出
の
部

会 議 費 600,000 500,000 100,000
会 員 研 修 費 3,700,000 3,700,000 0
教育・就職講演会援助費 500,000 500,000 0
学 生 奨 学 助 成 費 16,250,000 14,750,000 1,500,000
学 生 関 係 援 助 費 33,020,000 14,000,000 19,020,000
会 報 作 成 費 700,000 1,000,000 △ 300,000
キャンパスガイド作 成 費 0 1,200,000 △ 1,200,000
卒 業 記 念 パーティー 費 0 8,900,000 △ 8,900,000
記 念 品 費 5,310,000 5,000,000 310,000
慶 弔 費 700,000 700,000 0
通 信 費 2,000,000 2,000,000 0
事 務 費 1,300,000 1,300,000 0
広 報 費 250,000 250,000 0
雑 費 25,000 25,000 0
事 務 処 理 援 助 費 0 3,500,000 △ 3,500,000
寄 付 金 100,000,000 0 100,000,000
記 念 事 業 協 力 積 立 金 0 2,000,000 △ 2,000,000
学 生 支 援 基 金 積 立 金 0 20,000,000 △ 20,000,000
予 備 費 3,000,000 3,000,000 0
徴 収 不 能 180,000 0 180,000
当 年 度 支 出 合 計 167,535,000 82,325,000 85,210,000
次 年 度 繰 越 金 32,911,178 63,008,580 △ 30,097,402
支 出 の 部 合 計 200,446,178 145,333,580 55,112,598
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平素は周年事業にご理解・ご支援を賜り誠にありがとうございます。
大学の一部と中・高等学校が全面移転する「茨木総持寺キャンパス」の工事も着々と進んでおり
ます。その完成を目前に控えた 2018 年 11 月 7 日（水）、学院創立 130 周年記念式典を、大阪城ホー
ルで開催いたします。
今回の式典は、過去を振り返るものではなく、新設される「新キャンパス」や、学院が一丸となっ
て取り組む「新教育」の姿をご紹介します。まさに、130 年の歴史を革新の力に変えて、追手門学院
の未来像をご披露いたします。
また、式典開始までのお時間では、教育展示、企業展示をご覧いただける企画も予定しております。
多くの皆さまのご来場をお待ちしております。

日　時：2018年 11月７日（水）　13：30～ 15：00（終了予定）
会　場：大阪城ホール
ご参加申込みにつきましては、後日学院ホームページ等で、改めてご案内申し上げます。

学校法人 追手門学院 創立130周年記念式典  開催

2019 年度 奨学金情報
　追手門学院大学及び教育後援会が実施する給付型奨学金の2019年度の予定は次のとおりです。給付型奨学金は返還の必
要がありません。有効にご活用ください。申込の基準として家計基準・学業成績基準がありますので申込時にご確認ください。

※１　修得単位数が、２年生 31単位以上３年生 62単位以上。４年生 93単位以上であること。
※２　前年度１年間のGPAが 3.7 以上（学業型）、GPAと課外活動等ポイントの合計が 3.5 以上（学業・課外活動型）
※３　�対象入試は、「一般入試前期日程 3教科型（スタンダード方式）、センター試験利用入試前期日程４科目型」です。対象入試で入学す

ることが要件です。

お問い合わせ／学生課（１号館１階）TEL：072 － 641 － 9629

奨学金の種類 対象 申込時期 給付金額 給付時期等 採用人数
家計基準

①給与収入
②給与収入以外の所得

学業成績
基準 備考

教育後援会給付
奨学金（春学期） 全学年 2018 年

12 月初旬 375,000 円 2019 年
3 月 15 名

日本学生支援機構
第一種の基準に

準じる

※ 1

教育後援会給付
奨学金（秋学期） 全学年 2019 年

6 月初旬 375,000 円 2019 年
10 月 15 名 ※ 1

桜みらい奨学金
学業・課外活動型 2 年生以上 2019 年

6 月初旬 375,000 円 2019 年
10 月

100 名
以内

① 841 万円以下
② 355 万円以下 ※ 1、※２

受験生向け奨学金　在学生のご兄妹が受験をお考えの場合は、ご活用ください。

桜みらい奨学金
入学前未来型Ａ 1 年生 対象入試の

出願期間 750,000 円
入学手続時 ･
秋学期納付時

に減免

100 名
以内

① 841 万円以下
② 355 万円以下

高校の評定
平均値 ※３

桜みらい奨学金
入学前未来型Ｂ 1 年生

対象入試の
入学手続

期間
750,000 円 なし 対象入試の

成績 ※３
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  4 月	 入学金（記念品贈呈）・新会員歓迎会・桜の縁
	 教育後援会給付奨学金交付式
  6 月	 総会・保護者のための就職講演会
  7 月	 教育後援会会報第 104 号発行
  9 月	 春学期末学位授与式（記念品贈呈）
	 教育後援会給付奨学金交付式
10 月	 見学懇親会
	 おうてもん塾
  2 月	 保護者のための就職講演会
  3 月	 学位授与式（記念品贈呈）

「2017年度追手門学院事業報告書」
学校法人追手門学院公式サイト
情報公開ページに掲載しており
ます。
ＵＲＬ
ht tp : / /www.o temon . j p /
jouhou/houkoku.html
※�パソコン及びスマートフォンから

ご確認いただけます。

お問合せ先
学校法人追手門学院理事長・学長室
〒 567 － 0008
大阪府茨木市西安威 2 －１－ 15
TEL：072 － 641 － 7690
FAX：072 － 643 － 9683

追手門学院　総務課
◆電 話	 072－ 641－ 9669
◆ FAX	 072－ 643－ 9414
◆ホームページ
　http://www.ogu-kyoikukoen.com

教
育
後
援
会
行
事
予
定

2018年度

教育後援会相談窓口のご案内

　追手門学院では学院関係者の皆さまに、学院の情
報をメールマガジンでお届けしております。学院及
び学院外郭団体 (教育後援会、卒業生保護者の会、
大学校友会、校友会山桜会等 )の最新情報、イベン
ト情報、活動情報などの有益な情報を配信してまい
ります。是非この機会に学院メールマガジンのご登
録をお願い申しあげます。

　『2017 年度追手門学院事業報告
書』を、下記のとおり公開いた
します。これは学校法人追手門
学院が設置する各学校・園の
2017 年度の取り組みをまとめた
ものです。
　高い水準の教育を実践し、社
会に開かれた学校になるには、
在校生・保護者・卒業生・教職
員等のステークホルダーに対す
る情報公開が不可欠と考えてお
ります。ご高覧いただきますと
ともに、今後とも本学院により
一層のご指導、ご鞭撻を賜りま
すようお願い申し上げます。

パソコン・スマートフォンからの
ご登録はこちらから↓

追手門学院メールマガジン
登録URL
http://www.otemon.jp/otm-m/

2017年度
追手門学院事業報告書の

公開について 平素は、教育後援会の運営につきまして、ご支援ご協力を賜り厚くお礼申し上
げます。
さて、本年も会員の皆さまの見聞をより一層広め、会員相互の親睦を図ること
を目的として「見学懇親会」を実施することとなりました。
今年度も皆さまとともに秋の一日を楽しく過ごせるよう企画いたしました。お
誘い合わせの上、ご参加くださいますようご案内申し上げます。

2018 年度　見学懇親会の開催について（ご案内）

2018年 10月 16日（火）（雨天決行）10時00分～17時 00分（予定）
時間は多少変更されることがあります。

会員並びにそのご家族
会員10,000円　同伴家族13,000円

（いずれもお１人当たりの費用です。本会から参加費を一部補助しています。）
2018年８月31日（金）（先着順、最大定員80名）
※定員数に達した場合には、ご希望に添えない場合もございます。予めご了承ください。
PC・スマートフォン・携帯電話にて、下記 URL もしくは QR コー
ドから申し込みページにアクセスし、必要事項をご入力ください。「追
手門学院大学教育後援会ホームページ」からもアクセスして頂けます。
お申し込みフォームURL
https://ws.formzu.net/dist/S31182759/
※�上記の方法で申し込みができない場合は下記番号へお電話くださ

い。予約の関係上、人数には限りがありますので、お早めにお申し
込みください。お申込いただいた方には、申込に必要な書類と詳細
なご案内を郵送させていただきます。９月10日を過ぎても上記書
類がお手元に届かない場合は下記連絡先までご連絡ください。

〒567－ 8502
茨木市西安威2－1－15追手門学院大学教育後援会　事務局：総務課
TEL：072－ 641－ 9669（8/11～ 8/19は夏期一斉休業のためお電話は繋がりません。）

１．日 時：
２．コ ー ス 予 定：

３．参 加 資 格：
４．参 加 費：

５．申 込 締 切 日：

６．申 込 方 法：

主催：追手門学院大学教育後援会・卒業生保護者の会　共催：追手門学院教育振興会

QRコード

　大学では下記の通り「授業見学 DAY」を開催いたします。これは大学の授業
を公開することで本学の教育活動をより深く知っていただこうという試みです。
　本学では、現在、教職員が一体となって「主体的に学ぶ学生の育成」に取り組
んでおります。具体的には、教員に授業の適切な運営、学生に「学修規律指針」
の遵守といったことをお願いしています。また、教員と学生が適正な授業時間を
共有できるよう、「アカデミック・アドバイザー制」の導入を 2018 年度秋学期
より行っております。
　授業をご覧いただくことで、学生の日常的な活動をご確認いただけるだけでは
なく、本学の教育活動の一端を感じていただけると思っております。この機会に
どうぞ授業をご見学くださいますよう、よろしくお願いいたします。

実
施
日

2018 年 10 月 ８日（月）体育の日
 11 月 23 日（金）勤労感謝の日

（両日とも授業実施日）

授業見学DAY

のご案内

吉本新喜劇（なんばグランド花月）観劇・通天閣観光と
旧桜宮公会堂での昼食懇親会

QRコード

10：00
集　合
大阪駅
バスで
移動

現地にて
解散

本学卒業生
西上社長が皆さまを
ご案内します。

なんばグランド花月にて
吉本新喜劇を観劇
開演／14：30～
（お弁当がつきます）

旧桜ノ宮公会堂
コース料理（飲み放題付）
をお楽しみ頂きます。

昼食懇親会 通天閣
12：45～ 13：45

吉本新喜劇 鑑賞後
14：00～ 17：00
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平
素
よ
り
教
育
研
究
活
動
に
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
学
で
は
追
手
門
学
院
創

立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
追
手
門
学
院
の
新
キ
ャ
ン
パ

ス
を
２
０
１
９
年
4
月
に
開
設
予
定

で
す
。

従
前
に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
し

た
と
お
り
、
２
０
１
９
年
度
以
降
の

現
キ
ャ
ン
パ
ス
の
直
通
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
路
線
バ
ス
化
（
有
料
）
を
検

討
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
般
、
学

生
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
従
来
通
り

の
直
通
バ
ス
運
行
を
継
続
す
る
こ
と

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
新
キ
ャ
ン

パ
ス
と
現
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
移
動
手

段
の
一
つ
と
し
て
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

（
仮
称
）
の
運
行
計
画
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
学
生
の
み
な

さ
ん
へ
の
周
知
を
よ
り
一
層
図
る
と

と
も
に
、
詳
細
が
決
定
次
第
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

本
学
は
２
０
１
９
年
度
新
キ
ャ
ン

パ
ス
開
設
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
新
図
書
館
に
お
け
る

計
画
の
中
で
、「
追
大　

知
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

文
庫
（
仮
称
）」
を
計
画
し
て
お
り
、

図
書
と
い
う
知
の
情
報
を
学
生
に
伝

え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
文
庫
を
設

け
る
予
定
で
す
。
こ
の
文
庫
に
は
、
教

職
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
学
生
に
読
ま
せ

た
い
本
、
現
役
の
教
職
員
が
読
ま
せ

た
い
本
、
学
生
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
学
生

に
読
ま
せ
た
い
本
、
保
証
人
・
保
護

者
が
学
生
に
読
ま
せ
た
い
本
、
市
民

が
追
大
の
学
生
に
読
ま
せ
た
い
本
を

開
架
す
る
計
画
で
す
。

退
職
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
先
生

方
を
始
め
、
蔵
書
を
寄
贈
し
た
い
人
々

に
広
く
寄
贈
を
求
め
ま
す
。
寄
贈
し

て
い
た
だ
く
書
籍
の
選
定
は
「
今
後

の
追
手
門
学
院
大
学
の
学
生
に
読
ま

せ
た
い
本
」
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

図
書
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
希
望
に
応
じ
て
新
キ
ャ
ン
パ
ス

に
設
置
す
る
寄
贈
銘
板
に
ご
芳
名
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
の
蔵
書

の
中
で
、
学
生
が
活
用
で
き
る
資
料

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
寄
贈
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
お
送
り
い
た
だ
く
際
の
送
料

は
本
学
で
負
担
（
佐
川
急
便
に
て
着

払
い
対
応
・
大
学
に
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
ら
専
用
発
送
伝
票

を
送
付
）
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

充
分
な
資
料
を
持
っ
て
、
新
キ
ャ

ン
パ
ス
図
書
館
が
稼
動
で
き
ま
す
よ

う
、
お
力
添
え
く
だ
さ
い
。
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　本学では学則に基づき「授業料その他学費を督促しても納付しない者」は除籍と
なります。
　本年度から、学費未納により除籍となる最終納付期日が変更になりました。
これに伴い、除籍取消制度は廃止となりましたので、ご留意ください。

※最終納付期日までに納付されない場合は、除籍となります。
※�除籍となる時期が延長された代わりに、いったん除籍になると取消しすることが
できなくなりましたので、ご留意ください。

春学期：4月26日
秋学期：9月26日

	 昨年まで	 本年度より

　春学期：	 6月 26日 → 春学期：8月20日
　秋学期：11月26日 → 秋学期：2月20日

学費納付期日 学費未納により除籍となる最終納付期日

除籍取消制度廃止について
お知らせ

　校友会は、これまで
追手門学院大学卒業生
と教職員で構成された
同窓会組織でありまし
たが、2018 年度入学
生より現役学生のみな
さまも校友会員として、
校友会と交流を図って
いくことになりました。
　「校友会報」の発行、
資格取得奨励、活躍し
ている学生の支援、ス
ポーツ支援等、卒業生
と学生のみなさんとが
一体になって、大学を
盛り上げていく組織に
なりました。

大学校友会からの
お知らせ

２
０
１
９
年
度
以
降
の

　

直
通
バ
ス

　
　

運
行
に
つ
い
て

お問い合わせ
追手門学院大学図書館

〒 567-8502
大阪府茨木市西安威２－１－ 15
T E L：072 － 641 － 9638
F A X：072 － 643 － 9786
E-mail：oullib@otemon.ac.jp

学
生
向
け
図
書
の

　
　
　
　

寄
贈
に
つ
い
て

学
生
向
け
図
書
の

　
　
　
　

寄
贈
に
つ
い
て

―
 

お
願
い ―
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生

2018年度就職支援行事

A  就職ガイダンス
　就職・キャリア支援課による学生への情報発信の場です。大学が行う年間
の支援行事の説明を中心に、大学のサポート体制や「今すべきこと」につい
て解説します。全学生必須の重要イベントです。

F  就職活動せなドンフェア
　就職活動準備に不安のある学生や準備不足の学生に対し、一日で様々な
テーマの対策ができる就職活動フェアを開催します。マイナビと連携し、「エ
ントリーシート対策」、「面接対策」をはじめ「マナー研修」や「業界研究」
から「求人紹介」、「メイク講座」まで、個人のニーズに合わせた多様なメニュー
を展開しています。

D  優駿塾
　業界のリーディング企業や上場・大手企業への就職を目指す少人数選抜型
の特別訓練コースです。春学期のプレ優駿塾は、先述の企業群への夏期イン
ターンシップ参加を目指し希望者を広く募ります。秋学期から始まる優駿塾
は、学内選考による選抜を行い 2 月まで特訓を行います。

I  保護者のための就職講演会
 お子様の学年に応じて「１・２年生保護者対象」と「３年生保護者対象」の
講演会を開催します。当日は、個別相談会も実施しております。本学の就職
実績や支援体制、今の学生を取り巻く就職環境、および低学年次に取り組ん
でほしい本学のキャリア支援プログラムなどについて説明を行います。

E  業界研究ゼミ・合同企業研究会
　学内に企業を招いて学生の業界研究・企業研究をサポートします。秋学期
はリーディング企業を中心とした業界大手企業による業界研究会を、また就
職活動開始直前の２月は本学への採用意欲の高い企業を中心とした業界説明
会を実施します。

C  就職ゼミ
　就職講座で理解した各対策テーマについて、少人数形式での演習を行うこ
とで就職活動本番で通用する実践力を身につけます。2018 年度は、「自己
PR 作成」、「SPI 対策」、「面接対策」、「グループディスカッション対策」に
ついて実施します。 H  就活ツアー

　３月からの企業の採用活動解禁に合わせ、スタートダッシュを後押しする
ため大阪地区での合説に送迎バスを手配して集団で参加します。また、関西
に限らず広い視野で就職活動を行う学生のために、東京ツアーを実施して本
学 OB との懇談会や東京地区での合説に参加します。

B  就職講座
　就職活動において対策が求められる様々なテーマについて、各テーマごと
に講演形式による説明を行い概要を理解してもらいます。2018 年度は、「自
己分析」、「業界・企業研究」、「エントリーシート作成」、「面接・グループディ
スカッション」について実施します。

G  学内企業説明会
　本学への採用意欲が高い企業や採用実績のある優良企業を学内に招いて、
企業説明や採用情報等を伝えてもらいます。そのまま第一次選考を実施する
場合もあります。
　ここから内定に繋がるケースも多く、就職状況に応じて年間に複数回実施
しています。

注）行事日程は、就職状況や気象警報等により変更する場合があります。なお、具体的な内容等につきましては、後日改めてUNIVERSAL PASSPORT に掲載いたします。

５月
Ａ 春学期就職ガイダンス
B 自己分析講座

６月

B SPI 試験
B ナビ活用講座
C 自己ＰＲ作成ゼミ
D プレ優駿塾スタート（～６月）
I １・２年生保護者のための就職講演会

８月 C 夏期SPI 対策ゼミ

９月

Ａ 秋学期就職ガイダンス
A 女子学生のための就活講座
B 業界・企業研究講座
D 優駿塾スタート（～２月）

10 月
B エントリーシート作成講座
E 業界研究ゼミ（～12月）

11 月
Ｂ 面接・グループディスカッション対策講座
Ｃ 面接対策ゼミ

12 月
Ｃ グループディスカッション対策ゼミ
Ｃ 冬期SPI 対策ゼミ

２月

Ａ 就活直前就職ガイダンス＆就職活動壮行会
C 春期SPI 対策ゼミ
E 学内合同企業研究会
F 就職活動せなドンフェア
I ３年生保護者のための就職講演会

３月
H 大阪就活ツアー
H 東京就活ツアー

７月 G 学内企業説明会

※�上記以外にも、就職状況に応じて
以下の事業を適宜開催いたします。

◆学内企業説明会（単独／ミニ合説）
◆学内求人マッチング会
◆フォローアップセミナー
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暦

※土曜補講実施日については、中・高等学校の行事予定により変更する場合があります。

土
曜
補
講
予
定
日

・
10
／
13
㈯　

12
／
１
㈯　
２
０
１
９
年
１
／
12
㈯

土
曜
補
講
予
定
日

・
５
／
19
㈯　

６
／
23
㈯　

７
／
14
㈯

春
　
学
　
期

3
／
26
㈪

在
学
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

編
入
学
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

教
職
等
資
格
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

3
／
27
㈫

在
学
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4
／
２
㈪

入
学
式

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4
／
３
㈫

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

大
学
院
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4
／
４
㈬

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4
／
５
㈭

学
生
部
等
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4
／
６
㈮

学
生
部
等
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4
／
９
㈪

春
学
期
授
業
開
始

５
／
３
㈭

授
業
実
施
日
（
憲
法
記
念
日
）

５
／
４
㈮

授
業
実
施
日
（
み
ど
り
の
日
）

５
／
29
㈫

授
業
実
施
日
（
学
院
創
立
記
念
日
）

7
／
16
㈪

授
業
実
施
日
（
海
の
日
）

7
／
23
㈪

春
学
期
授
業
終
了

7
／
24
㈫

補
講
①

７
／
25
㈬

補
講
②

７
／
26
㈭

８
／
２
㈭

春
学
期
末
試
験

８
／
６
㈪

８
／
８
㈬

春
学
期
集
中
講
義

８
／
３
㈮

9
／
16
㈰

夏
期
休
業

9
／
28
㈮

春
学
期
末
学
位
授
与
式

秋
　
学
　
期

９
／
５
㈬

９
／
７
㈮

秋
学
期
履
修
に
向
け
た
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
履
修
相
談

9
／
17
㈪

秋
学
期
授
業
開
始

授
業
実
施
日
（
敬
老
の
日
）

9
／
24
㈪

授
業
実
施
日

（
秋
分
の
日
振
替
休
日
）

10
／
８
㈪

授
業
実
施
日
（
体
育
の
日
）

10
／
18
㈭

避
難
訓
練

10
／
25
㈭

避
難
訓
練
（
予
備
日
）

10
／
26
㈮

大
学
祭
（
準
備
）

10
／
27
㈯

10
／
28
㈰

大
学
祭

10
／
29
㈪

大
学
祭
（
後
片
づ
け
）

11
／
７
㈬

学
院
１
３
０
周
年
記
念
式
典

11
／
23
㈮

授
業
実
施
日

（
勤
労
感
謝
の
日
）

12
／
24
㈪

授
業
実
施
日

（
天
皇
誕
生
日
振
替
休
日
）

12
／
25
㈫

12
／
27
㈭

秋
季
期
集
中
講
義

12
／
25
㈫

２
０
１
９
年

１
／
６
㈰

冬
期
休
業

1
／
17
㈭

補
講
①

1
／
21
㈪

秋
学
期
授
業
終
了

1
／
22
㈫

補
講
②

1
／
23
㈬

１
／
30
㈬

秋
学
期
末
試
験

3
／
18
㈪

学
位
授
与
式

募集作品  １. 作文・エッセイ：原稿用紙 400 ～ 600 字以内（郵送・FAX可）
	 ２. つぶやき：140 字以内（郵送・FAX可）　　３. 笑顔になる写真：（スマートフォン・web）40 字以内
	 ※パソコンの場合、一行 20字に設定すること
	 　ホームページにて専用原稿用紙をダウンロードできます
	 ※複数作品を応募される場合には作品数が分かるよう明記をしてください
	 ※未発表のオリジナルの作品に限ります
	 ※応募原稿は返却いたしません

対 象  小・中・高校生、大学生
	 （予備校生、専門学校生、短大生などを含む）、一般
募集期間  2018 年９月 30 日まで

応募方法  スマートフォン：�下記 QRコードから応募フォームにアクセスし、必要
事項を記入して、ご応募ください

	 郵 送 ・ F A X：�応募用紙（本学ホームページにも掲載）に必要事項を
記入し、下記までご郵送ください。E-mail でもご応募
いただけます

	 （�メール本文に作品と応募用紙必要事項をご入力ください。
セキュリティ上添付ファイルでは受付しません。）

応募／お問い合わせ
　追手門学院大学図書館 思わず笑顔になるコンテスト係
	 〒 567 － 8502　大阪府茨木市西安威２丁目１番 15 号
	 TEL：072 － 641 － 9638 　FAX：072 － 643 － 9786
	 E-mail：egao@otemon.ac.jp
	 https://www.ccile.otemon.ac.jp/egao/
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